
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

第１回目の担当は「BLOOM」の皆さん。 

ワークショップを取り入れた内容で、アイスブレイクは何と「利きみかんゲーム」！！ 

（みかんはゲストの田中さんが提供してくださいました！！） 

おいしいみかんを味わいながらのアイスブレイクで、参加者の皆さんの緊張もほぐれたようです。 

 

 

 

 

 

２０１０年度からスタートしたコムズと学生さんのコラボ企画「コムズ白熱教室」。 

今年度は愛媛大学・松山大学連携事業「SENSE MATSUYAMA BE SCHOOL」と 

「BLOOM」の皆さんと協働で開催しました。 

企画、広報、運営…全て学生さんが中心となって開催する「白熱教室」。 

今回のテーマは「カワリモノ～多様性の時代に～」です。 

 

 

田中さんは、最初に「自信を持って言えることは、自分

が経験してきたことだけ」と話されました。 

「“自分を知る”ということを大切にしている」という

田中さん。中島へ移住し、柑橘農家、ＮＰＯ法人農音の  

代表理事、猟師という３つの肩書きを持つようになった

今、これまでを振り返って、「回りまわって生きていくこ

とが豊かな人生」につながっているのだと語られました。 

実感のこもった田中さんのお話を聞き、それぞれが「自

分」を見つめ直し、向き合う時間となったようです。 

 

http://4.bp.blogspot.com/-kSVEMERMQNk/UgSMSBgSkhI/AAAAAAAAXAc/IdXkFCEc_4A/s800/fruit_orange2.png


 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第2回目の担当は愛媛大学・松山大学の学生グループ「SENSE」さん。 

今回のテーマに因んで「木の葉」をモチーフにしたカードが参加者一人ひとりに配られました。 

その使い道は？…講座の最後に明らかに！！ 

最後に、今回のテーマである「カワリモノ」とは？ 

田中さんは「皆、“カワリモノ”。それに気づけば良い」と話されました。その上で、

「ダメなところ、変わっているところを武器にしていけば良い」とも語られました。 

 参加者の皆さんも「自分」と向き合うことで、自分だけの答えやヒントが見つかった

のではないでしょうか。 

 田中さんのお話の後、ワークショップを通し

て、より深く「自分」と「これから」について考

えました。それぞれが「宣言シート」に「自分の

直したいところ」と「これからの目標」を記入し、

発表。決意を新たにしました！！ 

  

 

「材木屋のオヤジ」と自称される髙橋さん。モノ

づくりのコンセプトは「もったいない」。 

「木の命をつなぐのも材木屋の使命」と語られる

髙橋さんから「木への思い」、「仕事に対する思い」

をお聞きしました。 

木に興味や愛着を持ってもらいたいという思いか

ら、木の特性や魅力を生かした、さまざまな商品を

開発。さらに一つひとつの商品に「物語」があるこ

とで、より木に親しんでもらうきっかけになると話

されました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３回目の担当は、愛媛大学・松山大学の学生グループ

「SENSE」さん。 

 テーマに合わせて、会場は「和室」です。車座になって

の講座のためか、参加者がより近しく、和やかな雰囲気で、

それぞれの「御縁」について考えました。 

 

 

最後に、今回のテーマである「カワリモノ」とは？ 

髙橋さんは「“カワリモノ”でも何でも良い。面白い、と思わせたら、勝ち」と話されました。

「一つのことでも長い時間をかけて取り組んでいると、必ず誰かが見てくれている」、「自分のした

いもの（こと）に信念を持っていると、光が射していく」とご自身の経験を踏まえて、力強く話さ

れました。 

また、「（商品で）B級品はA 級品に対する“カワリモノ”。でも、A でもB でも生きた時間は

一緒」、「従来の価値観では愛せないものも愛してください」と何事に対しても真摯に、柔軟な姿勢

で向き合うことの大切さを語られました。 

「木の葉」をモチーフにしたメッセージカード

は、「“森のたまご”を自分ならどう使うか？」を

一人ひとりが書いて、一本の木を作りました。 

コチラが「森のたまご」 

after before 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

さらに、『孫子』の中の「彼を知り己を知れば百戦殆からず」という言葉を紹介されました。それ

は勝つためだけではなく、最善の負け方、退き方をするためでもあるそうです。そうすることで、

次に立て直すための小さな希望や解決の糸口を、必ず見つけることができるそうです。また、西嶋

さんは「この言葉を今、皆に伝えた意味を持ち帰ってほしい」とも話されました。 

 

 

 ゲストの西嶋さんによれば「御縁」とは「すべて必

然」であり、また「行動する」ことだそうです 。「必

然」とは「原因と結果」であり、原因のない結果はあ

り得ない。何かが起こった時、原因は自分の中にある

のだと冷静に求めることが成長につながるとも話され

ました。 

次に、「行動する」ということについて、「心が変わ

れば行動が変わる 行動が変われば習慣が変わる 習

慣が変われば人格が変わる 人格が変われば運命が変

わる」という言葉を紹介されました。 

「人生の必然と必然をつなげる糸（御縁）」というの

は、すごく細くて頼りなくて、切れてしまう。だから

こそ「自分の望む幸せに向かって決断と行動で御縁を

結ぶ」ことが大切であると語られました。 

お話を聞いた後、「おみくじ」を書くことに！！

自分の思い描く未来の姿や生き方とともに、そうな

るためには今どうするべきか、何をすべきなのかと

いうことを書きました。 

アサラト 

最後に、アフリカの楽器「アサラト」を演奏してくださ

いました。珍しい楽器の登場に、皆さん興味深々の様子。 



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

担当者より ～ 今回の講座の担当者からコメントをもらいました ～ 

第１回 担当：松山大学 法学部 大北 裕介 さん 

 

 今回は、コムズ白熱教室 2015 の記念すべき第１

回を担当させていただき、ありがとうございました。 

NPO 法人農音代表理事である田中さんのお話や 

ワークショップを通して、参加者が自身のライフスタ

イルについて見つめ直す良いきっかけ作りができたと

ともに、笑顔と会話の絶えないすばらしい回にできた

ことを大変うれしく思います。 

今回の白熱教室で、初めて司会やイベント企画の 

担当をさせていただきました。 

企画では、講師の方や参加者の反応を考えながら 

楽しく準備をすることができました。 

当日は、前回の白熱教室でも思っていたのですが、

前に出る人の負担を減らしてそちらに集中できるサ

ポートが必要なのだと実感しました。いざ本番になる

とあれもやらなきゃ、これもやらなきゃ、で頭真っ白

になってしまったので、事前準備や仕事の割り振りを 

もっとしていたらな、と反省しています。 

司会や企画をさせていただき、大変ではあったので

すが、やってみないと分からない経験ができました。

貴重な体験をさせていただき、ありがとうございまし

た。  

 

 

第３回 担当：松山大学 法学部 一色 美来 さん 

 

今回第２回白熱教室「木っと出会える新しい自分」

を担当させて頂きました、愛媛大学法文学部１回生の

玉井詩織です。今回は、(株)大五木材社長である髙橋

照国さんをゲストスピーカーとしてお呼びし、２０名

を超える参加者が集まって下さいました。 

 本番までに、何度も計画を練り直し、ミーティング

を重ねたりするのは、初めてで、セミナーをすること

の大変さを実感しました。また、司会進行も、初めて

で、上手くできたか不安でしたが、皆さんがわくわく

した顔で高橋さんのお話しを聞いているのを見て、 

心からやって良かったと思いました。まだ１回生なの

で、これからも新しいことにチャレンジしていきたい

です！ 

 

第２回 担当：愛媛大学 法文学部 玉井 詩織 さん 

 


